
各国別海外感染症情報 (2011.10)

地域 国 感染症 病原体 内              容 情報源 日付

アフリカ
ヨーロッパ
アメリカ

コンゴ民主共和国
ザンビア

エチオピア
フランス
カナダ

麻疹 麻疹ウイルス

　2011年は、ヨーロッパおよびアフリカ地域の世界保健機関（WHO）加盟国において麻疹の大流行
が報告されており、それに関連した症例報告がアメリカ地域で見られます。
ヨーロッパ：2011年9月20日時点で、WHOヨーロッパ地域加盟国53ヶ国中40ヶ国において、今年1月
から7月までの間の定期調査や流行報告を通して、計26,025例の麻疹確定症例がWHOヨーロッパ
地域事務局に報告されていますが、フランスの報告数が最多です。死亡例も各国から11例報告さ
れています。
　アフリカ：地域事務局は2011年9月時点で、コンゴ民主共和国で103,000例以上、ナイジェリアで計
17,428例 、ザンビアで5,397例、エチオピアで2,902例の麻疹症例を報告しています。
　アメリカ：この地域では2002年を最後に麻疹の流行は報告されていませんでしたが、2011年は他
の地域からの輸入例に関連した流行が散見されています。カナダのケベック州での流行が最大規
模で、742例の感染報告があり89例が入院治療を要しましたが死亡例は報告されていません。そ
の他、米国213例以外に、中南米からも報告されています。
　麻疹は感染力が強く、健常人においても合併症や死亡を引き起こすことがありますが、ワクチン
接種により予防することができます。15歳までの全年齢において計2回のワクチン接種を行い、各
国は接種率95％を確保する必要があります。海外渡航者は渡航前に麻疹ワクチン（混合ワクチン
も可）を2回接種していることを確認するようにして下さい。

ＷＨＯ 10月10日

アジア インドネシア 鳥インフルエンザ
H5N1型

鳥インフルエンザ
ウイルス

　2011年10月10日インドネシア保健省は新たに1例の鳥インフルエンザ（H5N1型）ヒト感染例が確
認されたと発表しました。
患者はジャカルタ首都特別州西ジャカルタ地区に住む1歳の女児で8月8日に発症し医療施設で治
療を受け、15日に入院しましたが25日に死亡しました。
この患者の家族の中に食品の製造・提供に従事している者がいるとのことで、鶏の屠殺、鶏肉の
加工の仕事もしていました。隣家でも鶏を飼育していましたが最近14日間で鶏が死亡したという報
告はありませんでした。
検査をしたところ患者の鳥インフルエンザウイルス(H5N1型)の感染が確認されました。
インドネシアでは今回の患者で179名が感染し、うち147名が死亡しています。

ＷＨＯ 10月10日

アジア インドネシア 鳥インフルエンザ
H5N1型

鳥インフルエンザ
ウイルス

　2011年10月26日、インドネシア保健省は、新たに2例の鳥インフルエンザ（H5N1型）ヒト感染例が
確認されたと発表しました。
1例目は、バリ州バンリ県に住む5歳女児で、9月27日に発症し、10月5日に地元の一般病院に入院
しましたが、10月9日に死亡しています。
2例目は、10歳男児で、1例目の兄です。9月30日に発症し、妹と同日に入院、10月10日に死亡して
います。
保健省および地元の保健当局によって疫学調査が行われ、この兄妹は家禽を飼育している地域
に住んでおり、兄妹が発症する前には自宅および近所の家禽が死んでいたということが明らかに
なりました。
検査の結果、鳥インフルエンザウイルス（H5N1）感染が確認されました。
インドネシアでは現在までに181例の感染が確認されており、うち149例が死亡しています。

ＷＨＯ 10月26日
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ヨーロッパ ギリシャ マラリア マラリア原虫

　CDCがギリシャ保健当局から入手した最新情報によりますと、2011年5月以降9月27日時点で計
20人のマラリア患者が報告されています。いずれも他のマラリア発生地域への渡航歴はありませ
ん。また、他のマラリア発生国からの入国者において計16人のマラリア患者が確認されており、自
国で感染した輸入例か、ギリシャ国内で感染した国内感染例かどうかは確定できていないようで
す。全症例が三日熱マラリアです。症例の大部分（20例）が同国南部ペロポネソス地方ラコニア県
から報告されており、その他、中央ギリシャ地方東部エヴィア島、アッティカ地方東アッティカ県、中
央ギリシャ地方ヴィオティア県、テッサリア地方ラリサ県からも報告があります。
　この発生を受け、CDCはラコニア県への渡航者はマラリア予防薬を服用するよう推奨していま
す。推奨されるマラリア予防薬は、アトバコン－プログアニル（商品名マラロン）、クロロキン、ドキシ
サイクリン、メフロキン、プリマキンです。なお、プリマキンはG6PD欠損症の方には使用禁忌ですの
で、使用前に検査が必要です。
　その他、エヴィア県、東アッティカ県、ヴィオティア県、ラリサ県では少数例の報告しか上がってい
ないため、当該地域への渡航者は現時点ではマラリア予防薬の服用は推奨されていません。
屋外では虫除け剤を使用すること、空調や網戸が設置された部屋に滞在すること、夕方から夜明
けにかけての蚊の吸血活動が活発になる時間帯は殺虫剤処理された蚊帳を使用して就寝するな
ど、蚊に刺されないよう注意して下さい。

ＣＤＣ 10月25日

アメリカ アメリカ合衆国 ウエストナイル熱
ウエストナイル

ウイルス
ＣＤＣ 10月28日


